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研究の概要（４行以内） 
 高齢期に大きくなる認知機能の個人差を生じる要因の１つであるライフスタイルの影響及び
その作用メカニズムを明らかにするために、加齢認知神経科学の観点を取り入れた心理科学的
アプローチの研究をおこなう。特に、感覚運動経験、スキル学習、社会的交流などの経験の影響
を、多感覚統合、歩行制御、実行機能、記憶などの認知行動課題について調べる。 

研 究 分 野：社会科学 
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１．研究開始当初の背景 
 高齢期には認知機能の個人差が拡大し、認
知症になる人もいる。この個人差は、どのよ
うなライフスタイルの差異と関係しているの
だろうか。平均的には、高齢期には認知行動
課題の成績（処理速度や記憶など）が低下
し、脳の構造では灰白質の萎縮（特に、前頭
前野、大脳基底核、海馬、小脳など）、脳の
機能では「前頭前野の過活動」が特徴的であ
るが、そこにも大きな個人差がある。ライフ
スタイルがどのような脳内メカニズムで認知
機能に影響を及ぼすのか、解明が急がれる。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、高齢期の認知機能の維
持・向上に影響すると期待される運動、楽器
演奏、社会的交流などの日常活動を取り上
げ、それらの経験の影響を、種々の行動的指
標で調べ、関連する脳の機能的、構造的特徴
を明らかにすることである。 
 
３．研究の方法 
 認知行動課題成績および脳の機能と構造を
計測しながら、加齢変化を記述する研究をお
こなうとともに、高齢者を対象とした介入研
究やマスターズ研究を実施する。介入研究が
１年以下の比較的短期の訓練の効果をその前
後で比較するのに対して、マスターズ研究で
は長い年月の訓練の効果を熟達者と非熟達者
の比較によって調べる。また、VRを用いた
トレーニングなども行う。 

４．これまでの成果 
 いくつかの研究項目のうち、これまでに結
果が見えてきた研究を紹介する。 
(1) 超高齢期における脳活動の昂進 
高齢者においては、課題遂行中の脳活動が

若者に比べてその強さや範囲が増大する「過
活動」が知られている。過活動は衰えた脳機
能で以前と同じことをするための補償的活動
とする見方もあるが、それを支持しない立場
もあり、論争が続いている。多くの先行研究
において、過活動は 60 歳代の高齢者と若者を
比較して確認されてきたが、本研究では、75
歳以上の後期高齢者と前期高齢者との比較で
も見られるのかを調べた。視覚ワーキングメ
モリ課題中の脳活動を fMRI で計測した結果、
右半球の前頭前野に、後期高齢者で活動が昂
進している部位が確認された。今回の結果で
は、後期高齢者の過活動は課題成績と正の相
関があり、補償説を支持する特徴を備えてい
た。過活動は成績低下を防ぐポジティブな意
味と、より若い世代にない活動昂進という老
化の意味合いの両方があると思われる。 
(2)楽器演奏訓練の認知機能への効果 
高齢者への楽器演奏介入研究を行う前段階

として、ピアノを習っていない小学生（１・2
年生）を対象に、鍵盤ハーモニカの訓練が認
知機能に及ぼす影響を調べた。ランダム化比
較試験の枠組みで、参加児をランダムに２群
に分け（介入群と統制群）、介入群のみに対し
て、学校の昼休みに 1 回 30 分、週 2 回、6 週
間の鍵盤ハーモニカの練習を実施した。介入
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期間の前と後に全員におこなった認知機能検
査の結果、介入群のみ数唱課題で成績が上昇
した。このことから、楽器演奏の比較的短期
の練習で認知機能を向上させられる可能性が
示唆され、高齢者への適用が視野に入った。 
(3)多感覚統合と運動機能の関係の加齢変化 
多感覚統合の研究では、「身体近傍空間」と

いう、多感覚統合が非常に起こりやすい空間
が提唱されており、例えば、この空間内では
触覚刺激のみの判断を求めても、同時に提示
される視覚刺激がその判断に影響を及ぼす。
身体近傍空間は、若者では手を伸ばして届く
程度の範囲とされる。ところが、高齢者では
この空間が拡大し、身体からかなり離れた場
所に提示された視覚刺激でも触覚判断が影響
される。我々はこのことを運動機能との関係
で調べた結果、目標志向的な歩行能力が衰え
ている高齢者ほど、身体近傍空間が拡大して
いることがわかった。こうした多感覚統合を
指標として、認知症と関連の深い高転倒リス
ク者の早期発見へとつながる可能性がある。 
 (4)認知症の予備群は顔記憶が苦手 
 認知症の予備群とされる軽度認知障害
（MCI）は、数年後に認知症に移行する人と正
常に戻る人を含んでおり、早期に発見してラ
イフスタイルをより活動的にし、正常に戻っ
てもらうことが望まれる。ここでは、MCI で
低下している可能性がある顔記憶課題を用い、
MCI 患者と健康な高齢者とを比較した。その
結果、MCI では顔に特異的に記憶成績が低下
しているだけでなく、顔記憶中の視線行動に
おいて、健康な人に見られる目元への視線集
中がなく、顔の広い範囲に視線が分散してい
ることが分かった。こうした視線計測によっ
て、今後 MCI の早期発見が促進される可能性
がある。 
(5)その他の研究の状況 
これまでに、楽器演奏経験が認知機能に及

ぼす影響を調べるために、i)楽器の練習を長年
している高齢者とそうでない高齢者の比較、
ii）楽器訓練経験のない高齢者への 3～4 か月
の楽器訓練介入効果を調べるランダム化比較
試験を実施し、データ解析中である。 
 また、運動経験が認知機能および脳構造に
及ぼす影響を調べるために、i)長年スポーツを
している高齢者とそうでない高齢者の比較、
ii）高齢者への 3 か月の運動介入が認知機能に
及ぼす影響のランダム化比較試験を実施し、
データの解析が進んでいる。 
 さらに、認知症の副次的促進要因である転
倒・骨折を防ぐために、高齢者の歩行制御能
力をバーチャルリアリティによって転倒の危
険性なく訓練できるシステムの開発を進めて
おり、安全に訓練できることを確認している。 
 また、世代間交流が記憶や動機づけにもた
らす影響を調べるために、異世代、同世代の
人からのメッセージ受容中の脳活動を調べる
実験をおこない、データ解析中である。 

５．今後の計画 
 脳画像データについては解析に時間がかか
るため、それらの解析をさらに進める。、不足
しているデータがあれば追加して行く方針で
ある。横断データのみでライフスタイルの影
響が見えにくかった項目については、縦断的
なデータを取得し、真の加齢変化を計測する
ことが望まれる。また、認知機能、脳機能、お
よび脳構造との解析結果を関連づけることで、
認知加齢の個人差の神経基盤にライフスタイ
ルがどのように関わるのかを掘り下げていく。 
 VRによるトレーニングについては、システ
ムができたので、これからが本番である。 
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